
生活科学系コンソーシアム第 23 回会議 議事録 
 
日時：平成 29 年 12 月 26 日（火）11:00～12:30 
場所：共立女子大学 2 号館 605 教室 
 
出席者：（敬称略） 
 コンソーシアム構成学会より  計 13 名 
   

国際服飾学会            山村明子 
日本衣服学会            阿部栄子 

  一般社団法人日本家政学会      松本美鈴 
  日本家庭科教育学会         志村結美 
  日本消費者教育学会         柿野成美 
  日本食生活学会           佐々木弘子 
  一般社団法人日本調理科学会     笠倉知子 
  一般社団法人日本繊維製品消費科学会 小柴朋子 
  生活経済学会            上村協子 
  一般社団法人日本保育学会      汐見稔幸 
  特定非営利活動法人日本栄養改善学会 川久保清 
  一般社団法人日本健康心理学会    岸太一 
  日本健康科学学会          中村順子 
           
  日本学術会議 健康・生活科学委員会、家政学分科会委員 計 12 名 
    小川宣子、塚原典子、香西みどり、薩本弥生、都築和代、工藤由貴子、藤原葉子、

倉持清美、熊谷日登美、重川純子、守随香、鈴木恵美子       
 
欠席者：構成学会 
公益社団法人日本栄養・食糧学会、 公益社団法人日本食品衛生学会、服飾文化学会、           
公益社団法人日本食品科学工学会、日本健康医学会、公益社団法人こども環境学会、 
 

日本学術会議 健康・生活科学委員会、家政学分科会委員 
多屋淑子、永富良一 

 
配布資料 

資料１．出席名簿 
資料２．生活科学系コンソーシアム第２２回議事録（案） 



  資料３．第６回生活科学系コンソーシアムシンポジウム 
  資料４．第９回生活科学系博士課程論文発表会 
  資料５．生活科学系コンソーシアム規則 
  資料６．アンケート 
  資料７．構成学会の会長及び連絡係の氏名および連絡先一覧 
 
 会議の冒頭で小川会長より、生活科学系コンソーシアムの成立経緯、日本学術会議と

のつながり、今後の運営方針についての説明がなされた。異論は出されなかった。日本

学術会議第 24 期が始動し、健康・生活科学分科会メンバーも新たになったため、構成

学会からの出席者も含め、自己紹介がなされた。 
 
議題 
（１）生活科学系コンソーシアム第２２回会議議事録（案）の承認（香西）資料 2 

    議事録案について、資料のとおり承認された。 
（２）第９回生活科学系博士課程論文発表会について（藤原）資料 4 

    平成 30 年 3 月 24 日の第 9 回生活科学系博士課程論文発表会について資料に

基づき説明があった。発表者には学術奨励賞を授与しており、今後の就職活動

の一助になるなど、発表会の説明がなされ、広く発表者を募ってほしいと依頼

された。発表者は８名を予定しているとのこと。２月１日（木）までに発表希

望者の氏名、所属等を会場校であるお茶の水女子大学の藤原委員に知らせるこ

ととなった。 
（３）第 6 回生活科学系コンソーシアムシンポジウムについて（守隨）資料 3 
    本会議後に開催する第 6 回生活科学系コンソーシアムシンポジウム及び懇親

会の登壇者とテーマ、スケジュール、会場について説明がなされた。 
（４）生活科学系コンソーシアム総会開催日程について （小川会長）資料 4 
    2018 年 5 月 15 日（火）17:00 より総会を開催すること、総会には構成学会か

ら会長と連絡係の 2 名が出席することが基本である等の説明がなされた。 
（５）その他 

①生活科学系コンソーシアム規則変更案について （小川会長）資料 5 
    生活科学系コンソーシアムの成立経緯、目的、構成、運営についての説明があ

り、生活科学系コンソーシアム規則変更案の資料が示された。生活科学系コン

ソーシアム規則第 3 条１に③として「生活課学系コンソーシアムの会長経験者

を構成員にすることができる」及び付則 4 の「第 3 条は、2018 年 5 月 15 日

開催の第 11 回総会の議を経て 2018 年 5 月 15 日より施行する」の追加が提案

され、承認された。 
   ②家政学分科会メンバーの生活科学系コンソーシアムにおける担当（小川会長） 



    日本学術会議第 24 期の家政学分科会のメンバーが変わったので、生活科学系

コンソーシアムにおける新しい担当が報告された。 
    会計：鈴木委員（コンソーシアム関係）、藤原委員（医歯薬アカデミー関係） 
    事務：守隨委員  
    監事については１月 25 日に開催される学術会議幹事会で特任連携会員として

承認された特任連携会員とする。 
また、生活科学系コンソーシアムを構成している学協会の日本衣服学会連絡担 
当の阿部栄子氏に事務担当を継続してお願いする。 

   ③資格取得に関するアンケート実施について （小川会長）資料 6 
    教員免許更新の現状と課題を把握し、生涯教育の観点から本コンソーシアムが

寄与し得ることは何かを模索するため、学協会に資格取得に関するアンケート

調査を実施することが説明され、了承された。後日、アンケート依頼を送信す

ることについて了解を得た。 
     
   最後に構成各学会から資格や生涯教育等に関連した学会または個人的活動につ 

いて報告してもらい、意見交換を行った。 
 
   次回の第 24 回会議は 3 月 24 日（土）時間未定 お茶の水女子大学 
 


